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中
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
国
際
交
流
　

平
成
29
年
度
　
行
方
市
中
学
生
海
外
派
遣
研
修

　

行
方
市
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
は
、
未

来
を
担
う
本
市
の
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
し
、

語
学
研
修
と
そ
の
国
の
文
化
、
風
俗
、
風
習
等

に
触
れ
、
国
際
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、
広
い

視
野
か
ら
郷
土
や
国
家
・
国
際
社
会
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
本

市
発
足
以
来
、
今
回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
合
計
２
７
５
人
の
先
輩
た
ち

を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
８
月
16
日
か
ら
24
日
ま
で
の
９

日
間
、
昨
年
度
と
同
様
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

メ
ル
ボ
ル
ン
へ
中
学
生
20
人
を
派
遣
。
中
学
生

は
、
現
地
受
け
入
れ
校
の
ウ
ィ
ン
ダ
ム
セ
ン
ト

ラ
ル
カ
レ
ッ
ジ
で
、
バ
デ
ィ
（
受
け
入
れ
校
で

お
世
話
を
し
て
く
れ
る
同
年
代
の
学
生
）
と
一

緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

▶研修スケジュール
　８月 16日（水）
　　北浦庁舎で出発式の後、成田空港からメルボルンへ
　８月 17日（木）
　　�メルボルン市内研修（移民博物館、聖パトリック教会、
ビクトリアマーケットなど）

　８月 18日（金）～ 22日（火）
　　�・現地受け入れ校にて、研修や各種交流プログラム実施
　　・ホームステイでホストファミリーと過ごす
　　・お別れパーティー
　８月 23日（水）
　　�ホストファミリーとお別れ。グレートオーシャンロード
見学

　８月 24日（木）
　　帰国。成田空港到着後、北浦庁舎で解団式

　

生
徒
た
ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
宅

に
５
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
寝
食
を
共
に
し
、
一

緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
へ
行
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
生
き
た
英
語
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
を
実
際
に
肌

で
感
じ
、
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ウィンダムセントラルカレッジ

受け入れ校のバディと、ホームステイのホストファミリー

麻生中学校３年
　　　田口 桃香さん

　自分から違う世界へ飛び
込んでいくことは勇気のい
ることですが、日本では経
験できないたくさんのこと
を経験できるよう、参加者
全員で協力し、インターネッ
トでは学べないことを吸収
してきたいと思います。
　また、行方市を離れるこ
とで日本の良さに気づくの
ではないかと思います。帰
国の際には一回り成長した
私たちの姿を楽しみにして
いてください。そしてこの
体験を多くの人に伝えたい
と思います。

■出発式代表あいさつ
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■
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
☎
０
２
９
１
‐
３
５
‐
２
１
１
１

　

受
け
入
れ
校
で
の
最
終
日
に
は
、「
さ
よ
な

ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
実
施
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、

日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
や
ソ
ー
ラ
ン
節
を
披

露
。
現
地
の
生
徒
か
ら
は
、
歌
の
お
返
し
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
参
加
し
、
生
徒
た
ち
と
共
に
非

常
に
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
の
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
研
修
で
は
、
移
民
博
物
館

や
歴
史
的
な
教
会
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
訪
問

し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
、
伝
統
文
化
、

生
活
を
学
び
ま
し
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
郊
外
に
あ
る
グ
レ
ー
ト
オ
ー

シ
ャ
ン
ロ
ー
ド
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大

自
然
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
９
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
一
回

り
も
二
回
り
も
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
「
つ
た
な
い
英
語
で
も
一
生
懸
命
話
せ

ば
伝
わ
る
。
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
、
ま
た
、

保
護
者
か
ら
は
「
一
人
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
る

こ
と
が
心
配
だ
っ
た
が
、
帰
国
し
た
と
き
の
表
情

が
自
信
に
満
ち
て
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。
参
加

さ
せ
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
今
後
は
小
学

校
３
年
生
か
ら
外
国
語
活
動
が
、
小
学
校
５
年
生

か
ら
外
国
語
が
必
修
化
さ
れ
る
な
ど
、
ま
す
ま
す

英
語
は
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
中
学
生
だ
け
で
な
く
小
学
生
も
含

め
て
、
海
外
の
学
校
と
、
日
常
の
学
校
生
活
の
中

か
ら
積
極
的
に
交
流
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
小

中
学
生
の
英
語
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
受
け
入
れ
校
で
あ
る
ウ
ィ
ン
ダ

ム
セ
ン
ト
ラ
ル
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
は
、
先
生

方
10
人
が
今
年
４
月
に
本
市
を
訪
問
し
、

小
・
中
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
教
育
課
程
に
は
日
本
語
の
授
業
も
あ
り
、

日
本
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
学
校

で
す
。

受け入れ校主催のさよならパーティー

研修を通して、受け入れ校生徒と交流を図りました

メルボルン市内研修とグレートオーシャンロード見学

お別れが寂しくて泣き出してしまう生徒も

玉造中学校３年
　　　井能　蘭くん

　オーストラリアの学生
たちはとてもフレンド
リーで、勉強を熱心に教
えてくれて、私の海外の
人へのイメージが変わり
ました。
　他にも多くの経験をし
ましたが、それらはすべ
て日本で勉強しているだ
けでは経験できないこと
と思います。
　このようなすてきな機
会を設けてくださった多
くの方々、本当にありが
とうございました。

■解団式代表あいさつ


